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【最期は友との出会い】       一宮市立浅井中小学校 校長 髙木 千豊 

厳しい暑さが続く９月１日（金）、オンラインで始業式を行いました。始業式が始まる前に流した音楽の

歌詞を掲載します。 

[やさしい歌] 

１．街を見渡す 丘の途中で 聴こえない歌を歌う すぐそばにいる 君だけにしか  聴こえない歌を 

  歌う ヘタクソでつながらなくて 慣れない言葉で つむぐのは   精一杯の やさしい歌 愛して 

います 愛しています ただそれだけの歌   

２．悲しい時も つらい時でも 僕が生きてこれたのは 胸に消えない やさしい歌が  いつも聴こえて 

 いたから あたたかい腕に抱かれて 小さな耳で 聴いたのは 子守唄より やさしい歌 愛してい 

 ます 愛しています ただそれだけの歌  

２学期が始まり、給食の時間に[やさしい歌]が校内放送で流れ、教室

がやさしい空気につつまれます。２学期は、たくさんの方々に来校いた

だき、児童の様子をご覧いただきました。帰校されるとき、口をそろえ

て「学校が温かい空気につつまれていますね」「子どもたちが優しいで

すね」と言われました。何よりのほめ言葉です。 

[やさしい歌]は、世界を旅する合唱作曲家 弓削田 健介（ゆげた 

けんすけ）さんが作詞・作曲された歌。弓削田

さんは、小学校３年生のとき、教室でギター

を弾いてくれた先生に憧れ、大学では教育学部に進学。音楽であふれる教室をつ

くる先生を目指していた。大学時代、末期がんの患者さんが最期を過ごすホスピ

ス病棟でボランティアをしていた。ある日、患者さんのすぐそばで、家族の方が

寄り添って、患者さんの大好きだった歌を、歌っている姿を見た。その光景を見

て「この歌も世界で一番やさしい歌だな」と感銘し、[やさしい歌]がつくられた。

ホスピスのボランティアを通して、音楽にはとてつもない力があることを実感

した。大学院を卒業後、教師の道ではなく音楽の道に進んだ。そんなある日、ホ

スピスコンサートに行くと、かつてジャズボーカリストとして活躍していた男

性がいた。よく知っている人だった。ホスピスの患者さんとして再会するなん

て・・・、ショックを受けた。その男性は弓削田さんに、「人生って何だと思う？」と聞いた。若い弓削田

さんは「僕にはまだ分りません」と言った。「人生って、夏休みみたいなもんだったよ」「どういうことで

すか？」「夏休みみたいにあっという間に過ぎた。宿題とか嫌なこともあったけど、夏休みの最後の日に

は楽しい思い出がたくさんできた。今、俺はお金も名誉も何にも要らなくなった。今の俺を助けてくれる

のは友だちとの思い出だけ。弓削ちゃん、友だちとの思い出を大事に生きていけよ」と。「日本の歌は格

好悪い」と言い、いつも英語のジャズばかり歌っていた彼が、弓削田さんにリクエストした曲は『翼をく

ださい』。「今、富とか名誉ならば要らないけど、翼が欲しい」と弓削田さんは心をこめて歌った。 

卒業の日(小学校６年間の最後の日)に、浅井中小学校の生活が「楽しかったな」「おもしろかったな」と

思える学校生活を、これからもつくっていきたいと思っています。地域の皆様のご支援・ご協力をお願い

します。 
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じどうかんまつり 「アッザニア」  開催 

 児童館独自の子どもに人気のある職場体験アトラクション「アッザニア」が 10月 7日(土)午前 10時

より浅井児童館で行われました。当初 30名を予定していた定員を 40名に増やしたものの、キャンセル

待ちが出るほどの大人気でした。 

 今年は「おそうじ本ぽ」「浅井研究所」「浅井パーキング」「AZA宇宙センター」「あざい美容院」「アザ

イ運輸」「AZAバーガー」の７店舗で行われました。ゴミの分別、スライムづくり、ヘアーカット、配達

作業、バーガーづくり等々実行委員の子ども達が知恵をしぼった、とても興味のある職場体験が出来まし

た。各店舗で体験するとシールがもらえます。集めたシールで「ショッピング体験」も出来て、子ども達

はどれにしようか目を輝かせて品定めをしていました。 

 帰る時には「○○が楽しかった」「またやりたい」「○○をやってみたい」とホワイトボードいっぱいに

メッセージが書かれていて、これにはスタッフのみんなも目を細めて喜んでいました。 

 

 

 

西浅井ふれあい祭り 

１０月１５日(日)「ふれあい祭り」が

西浅井公民館と西浅井神明社において４年ぶりに開催されまし

た。午前１０時から一宮太鼓保存会の演奏、みたらしだんごとフラ

ンクフルトなどの模擬店、水風船釣りが開始されました。太鼓体験

会や水風船釣りに子どもたちが目を輝かせてチャレンジしていま

した。午前１１時３０分からビンゴゲームが開始され、神明社境内

には子どもたちの元気な声と地域の皆さんの笑顔であふれ親睦を

深めていました。 

10月 12日(木)浅井中学校で、「見せつけろ！絆と努力の集大成」をスローガンにして、体育祭が１

年生は９時から、２年生は１０時から、３年生は１１時から開催されました。 

 準備体操をした後、障害物リレー、無限大(∞)縄跳び、クラス対抗リレーそしてダンスが学年ごとに

行われました。 

 クラス対抗リレーは大盛り上がり、クラスのために全力で走る走者、クラスの代表を応援する生徒、 

どちらにとってもかけがえのない思い出になったことと思います。クラスの一体感と絆を感じました。 

浅井研究所 AZAバーガー 
あざい美容院 

浅井中学校体育祭 

障害物リレー クラス対抗リレー 無限大縄跳び 



  10月 14日(土)に浅井南小学校運動会、21日(土)に浅井 

北小学校運動会が開催されました。 

  

 

 

 

 

 

  

シルバー教養講座  

10 月 16日(月)・23 日(月)・30 日(月)浅井公民館でシルバー教養講座の第３回から第 5 回が開催さ

れました。第 3回は(株)明治の管理栄養士による「カラダは食べ物からできている」と地域づくり協議会

大野会長による「自分の体は自分で守る」の 2 本立て、第 4 回は尾州ジャズオーケストラの平井尚之さ

んによる「ジャズサックス事始め」、第 5回は社会医療法人大雄会の認知症認定看護師による「認知症看

護に関するお話」という講座でした。いずれの回も 90名を超える参加者が熱心に聞いていました。 

 

 

 

10 月 28 日(土)浅井公民館大会議室で浅井防犯パトロール隊の期央会議が

開催され 40名弱の隊員が集りました。大野地域づくり協議会会長の挨拶後、

この半年間の成果や今後の実施計画についての説明がありました。現在パトロ

ール隊員は 44名、その内青パト講習を受けて「パトロール実施者証」を有す

る者が 36名います。隊員が 2人 1組となり週 4日パトロールを実施しています。 

楽しもうみんなが主役 

 
南小学校運動会  

浅井防犯パトロール隊期央会議 

北小学校運動会 笑顔で元気に 

第３回講座 第５回講座 第４回講座 



浅井町ピカピカ大作戦 

10月 29日(日)浅井町全町内で 4年ぶりに「ピカピカ大作戦」が実施されました。清掃場所・方法は

各町内で違っていますが、どの町内も小中学校の児童生徒と大人たちが協力して、文字通りピカピカにな

りました。参加された方、お疲れ様でした。 

          晴林台                                    

浅井町文化祭 

11月 5日(日)浅井公民館で「浅井町文化祭」が開催されました。展示は書道・絵画・水墨画・アート

フラワー・華道などの文化クラブの作品のほか、長寿会、児童育成協議会、

浅井中学校、みづほ保育園の力作も飾られていました。JA愛知西浅井支

店では、みたらし団子や五平餅、農産物の販売、浅井消防分団による「ち

びっ子放水体験」が行われました。 

12 月の行事予定   

 2日(土)  親子折り紙カイト教室         ２日(土)  三世代グラウンドゴルフ大会  

3日(日)  防災リーダー養成講座②       6日(水)  交通安全街頭監視日   

  8日(金) 企画広報委員会               16日(土)  浅井公民館クリスマス会      

20日(水)  資源回収日                  29日(金)～30日(土) 消防分団年末特別警戒               

   

 

    

児童育成協議会の壁新聞 中学生の作品 みづほ保育園児の作品 

文化クラブの作品 

中野市長と中学生ボランティア 

みたらし団子・五平餅模擬店 

ちびっ子放水体験 

前 野 大 野 


